
頁 頁 頁 頁 頁

第一編 総説 1

本書の構成 3

行政範囲 7

人口の推移 23

第二編 政治 29

第一章 川越藩と明治の変革 31

第一節 幕末川越藩の構成 31

松平周防守康英の就封 31

藩士の構成 34

第二節 変革と川越藩の姿勢 35

藩主の動向 35

藩政の変化 40

第三節 新しい地方行政 43

大区小区制 43

武士階級の解体 50

西南戦争と秩父事件 59

第二章 町制施行後の川越 71

第一節 町制の確立 71

町制施行 71

町政の実態 83

支配者層の性格と党派 90

政治的党派的対立に関する事件 97

a 第一回町会議員選挙取消訴願事件 (97)

b 毛武鉄道事件 ###

明治二十六年三月の大火 114

第二節 日清戦争後の動向 121

商業会議所の設立 121

区長の不当懲戒処分事件 125

町長の交代 129

日露戦争と川越 131

同志会＝安部立郎について 133

陸軍特別大演習 139

第三節 町政の転換 143

新しい動向 143

町政上の諸問題 160

市制施行への努力 167

第三章 市制施行後の川越 175

第一節 初期市政と政治勢力 175

市会議員会派の動向 175

政争 187

a 第三代市長の選任 ###

b 川越市図書館不当支出事件 ###

c 第一尋常小学校校舎傾斜問題 ###

d 文書偽造事件（消防組弁当問題） ###

e 市会議員辞職問題 ###

公友会と政友会の接近 205

五代の市長 207

第二節 都市としての発展 210

都市計画 210

耕地整理と下水道工事 216

第四章 川越市と戦時体制 227

第一節 軍事体制への転換 227

かんまんなる傾斜 227

市民組織の再編とそれに伴う問題 233

いわゆる翼賛選挙 243

第二節 戦時下の政治と生活 251

政治・行政体制の変化 251

新しい生活指導 256

動員と供出 259

市長の交代 263

第五章 いわゆる無産政党と労働運動 269

第一節 労働運動の背景 269

産業構造 269

社会主義運動 271

第二節 第二次世界大戦前における川越の労働運動 277

第三編 経済 293

第一章 鉄道の発展・整備 295

第一節 川越鉄道の開設 295

鉄道敷設要望とその意義 295

鉄道網の整備 307

新河岸川舟運の衰退 311

第二節 東上線と国鉄川越線の開通 317

東上線の敷設 317

川越線敷設の要望ー明治期において 319

川越線敷設の要望ー大正・昭和期において 323

川越線の敷設 325

第二章 金融機関の発展・整備 335

第一節 銀行創業時代 335

第八十五国立銀行 335

編＋はじめに 細々目細目節章



頁 頁 頁 頁 頁編＋はじめに 細々目細目節章

第九十五国立銀行支店 346

川越銀行 346

川越商業銀行 362

川越貯蓄銀行 363

川越貯金銀行 364

橋本銀行・黒須銀行支店 364

川越渡辺銀行 364

第二節 銀行の整理合同 369

整理合同の必要－武州銀行・埼玉銀行の設立 369

川越における銀行の整理 371

第三章 川越商業の展開 383

第一節 明治初期の川越商業 383

商品流通の構造 383

川越地域の物産 386

農村地域の生業の特徴 391

商業の構造 395

第二節 日清戦争後における川越商業 399

日清戦争後における川越商業の位置 399

川越町商人の構成 404

米穀問屋の取引形態 405

川越商業会議所の設立とその活動 407

第三節 日露戦争時・戦後の川越商業 412

日露戦争の及ぼした影響 412

日露戦争後・大正初期の状況 415

川越織物市場の設置 416

日露戦争後における川越商業会議所の活動 420

川越実業組合の組織と活動 427

その他の営業者組織 432

第四節 第一次世界大戦前後の川越商業 435

第一次世界大戦の勃発と川越の商況 435

第一次世界大戦中の川越商業の繁栄 438

反動恐慌と大正後期の川越商業 441

商工業者の諸組織の動向 443

第五節 昭和恐慌下の川越商業 455

昭和恐慌と川越商業 455

反産運動の展開 458

第四章 川越における工業の展開 463

第一節 埼玉県製糸業発達の先駆 463

清水宗徳と暢業社 463

生糸改正会社 470

西沢慎吉 479

明治前期における川越製糸業の特質 481

第二節 器械製糸の発達 484

明治中後期の入間郡の製糸業 484

石川組製糸の創立と発展 491

元女工の語る石川組製糸場 510

その後の石川組製糸場 515

第三節 川越織物工業の構造 522

入間郡の織物 522

川越織物の起源 523

川越織物業の生産構造 525

川越織物工業の動揺と再編 533

第四節 大正・昭和期の工業の推移 537

工業生産額の推移 537

工場設立の状況 541

大興紡績の創業とその後 546

日清製粉川越工場の成立 549

小工業の動向 551

昭和恐慌と川越商工会議所 561

戦時期の工業の動向 566

第五章 川越市域における農業経済の展開 573

第一節 明治中期の農業構造 573

農村における生産物構成と商品化の動向 573

霞ヶ関村における農工生産の状況 575

金肥の購入と利用 577

農家の構成 579

第二節 明治末・大正期の農業構造 581

農産物の構成 581

副業生産物の構成 586

第三節 昭和恐慌から戦時下農業へ 606

昭和恐慌の影響 606

戦時体制下の農業 612

第四編 社会 615

第一章 川越旧十か町の社会構造 617

第一節 川越の社会的性格 617

第二節 侍分・十か町・四門前・町郷分・村分 621

川越の都市計画 621

侍町（侍屋敷） 622

十か町四門前 623

第三節 行政制度の変遷 626

第四節 町内の構造 633

第二章 十か町の家族・婚姻の数量的分析 643

第一節 資料と分析概念 643

第二節 家屋の所有形態 644

第三節 家族 647

家族の規模 647

家族の内部構成 652

第四節 婚姻 666

地域的通婚の範囲 666

婚姻居住の形態 673

夫婦の年齢差 677

第五節 十か町の家族・婚姻の特徴 678

第三章 町の生活史 681

第一節 鍛冶町の歴史 681

明治初期までの鍛冶町 681

人別帳と戸籍 689

明治時代の鍛冶町 693

川越大火と鍛冶町 696

大正から昭和の鍛冶町 697

中央通りの貫通と鍛冶町 705

第二節 喜多町の歴史 707

第三節 商家の経営と暖簾分け 716

商家をめぐる社会関係 724

第四節 町内の組織と儀礼 726


